
Title 聖トーマスの奴隷論
Sub Title
Author 高橋, 誠一郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1922

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.16, No.1 (1922. 1) ,p.41- 69 
JaLC DOI 10.14991/001.19220101-0041
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19220101-

0041

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


,,

t.I.i

羅

i

f

 愈 

s
o
w M 

聯 

f

f

'

i

i

s
 

s

 
四 

o

ま

5

ま

I

‘ぱ
恩
.、s

ふ

こ

ぶ

屑

ょ

-C. 

f

め
‘袖

衆
的
槪
.念

じ
め
ら
t

で
、I

:
さ 

係

を

示
f

 

i
言
葉
、で
ぁ
ぶ
て
、恩
i

す
f

之
I

メ

I

も
共
に
.當
然
I

 

.

ま

 
B

f

?

.

 

S

.
恩

.

1

2

 じ
.
'
ぃ
.

'

T

t
 ぅ

ぶ

？

ぐ

て

も

f

臣

の

f

 

S

1

,臣

I

の

爲

め

|

 
く
さ
な
か
：
ら

な

A
,
ポ： #

:

生
：と
れ
一
®
.ぶ
し
：く

.

#

臣

ネ

間

桐

を
異

な

ら

な

い
の
で
ふ

る

。

:::;

M

.

0

$

$

$

.

s

s

i

 ̂

に

人

叙

に

投

し

て

流

行

の
$

I

を

れ
^

も

其

のI

の
I

f

 

2

1

1生
恩

に
：
酬t

i

l

 

て
、

0

の
、由

来

は

別
I

s

:
し
：く

も

何

で
も

な
い
S

I

維
t

も

i
 

I
 

.
マ
而
タ
も
甚
だ
：

」

肩
：臭A

嫌
が
あ
る
，

w
i

k
奉
牡
：は
ぐ
'人
ズ
ホ
^

^

^

た
る
‘’

，

g

シ 

ざ

.
ノ

ダ

ク

/

の
、思
：#

在
.第
^

す

る

§

臂
葉
へ
でr
す
.CV

W
、

群
：娘
：陛
下
の
鴻
.恩
に
爛
ひ
奉

>

ス

G

奴

織

：
論

：

帰::橋 
誠

. **«■>■..め•. i

>
替

0

て
..他
の
、機

會

跨

で

言

々
か
パ
が
：如
.
<
,基
督
；敎： 1̂

-

維

會

的

竊

患

我

；治
す
：る
.
が

お

か

 ̂

熱

想

撒

i
i
.
S
5

義
e
ボ

等

ざ

，̂

就
-け
を
希
伯
來
の
.豫
：言
者
：

0
、

國

家

斷

糊

寐

離

脱

：；し
，v̂,:

偶
人
：的
：
 

生
#

め

ま

取
.
^企

鬪

甘
参

^

ト

ア

督

ま

C
V

ポ
霉
化
せ
ら
、れ
：な
る
精
、

S

的
：零m

氣
中
：じ
' 舉 

れ
出
..で
な
：る
よ
め
な>

:
v。

'

基
督
敎
は
.：人
，間

本
0

 

0
:平
缴
.を
敎
一
へ
.：
、
典

同

P

®

若
；し
.ぐ
.は
.
國：：家

：；gli 

界
填
参
轉
ネ
て
、1:

切
の
へ
階
階
叙
無
觸
族
^

を
：抱
擁
せ
ぶ
同
胞
主
：義
、0

鳴
.道

せ

&
。
i

一：そ
； -
'

人
-
^
.

- 

.

.

.

.

.

.

 

I

雖
成
他
人
ぉ
し
：

<
25 

0

 

赞

獨

せ
1
Uむ
-
♦

t
 

‘
ダ
を
欲
す
る

.
が
爲
め

.
に
、縦

令

參

れ

を

購

耍

す
 

可
き
：：賞

力

を

有

も

を

；す

ル

"彼
れ
等
よ
り
し

V

 .

服
從
を
要
，求

す

可

§
:

權
利
を
有
す
る
と 

i

能
ば
.
.ざ
る
，な
、ヶ
>

:
統
治
；耀
：者
：の
.
他
を
，ま
；配
す
る
.
正
-常
.な
：る
：擁

威

轉
0

6

^
 

0

お

佩

：
，び
；
て
、
神

.：，意'
 

を
#

行

す

タ

，が

爲

，
め

ぢ

神

.：-
^
.よ
-
^
I

f赋

與：；

せ

も

れ☆

る
も
の
ゼ
看
做
さ
れ
；
‘
.
^
,

CS

V
- 
?

§

 

c 5:..o' 

餘
.

難
、-
ま

-
マX

の
i

論
.

：
/ 

. 

\

 

' 

' 
赞
S
 

' 

?

1

j



- 

• 

I
' 

: 

I 
‘： 

—

- 

I 

,

.

:

.Ir-

:
:
.
‘；
.：
：

 

,

,

-

.

:

-
-
-
-
,

.

,

.

.

.

.

1

! 

.

.

. 

i
. 

‘
. 

. 

, 

- 

• 

,
• 

V

;
 

... 

-.:'r- 

.
, 

.

.

. 

. 

. 

.

. 

,
i

い；
■ 

■ 

■ 

■
■ 

. 

.-\ 
■ -
' 

- 
' 

-T..' 

. 

J
.
T
*
‘ 

.

.

. 

'
i
.
i 

■ 

■
■ 

:
, 

.
4
,
i
7
.
‘ 

f

.

.

.

...:,

- 

、

I

 

' 

.
第-

H

ハ

餘

s

s

ぺ

論

ま

i

l

 

l

!

 

.

5

號
，
.
1
,
'

f

 

を

ュ

复

で

w
p
f
m
i
o

 .
s
d
i
,
:
l

4
, 

p
p
.
.

ホ
^
^
^

t

 

有
權
：セ

公

年

の

擅

格
J
o
卸

に

神

を
#

て
^

^

しV

認

：.め
た
：る

者

は

亦

，ぬ
人
.を
，，以

て

兄

弟
.ビ

Y

i

 

. 

I
.

S
?

:
を

： .
得
.

f
 し

な

.も
r

.

.

.

に

一
 

：

斯 

<
:の
如
.
§
 

督̂

：敎
.の

敎

旨

は

一

見

奴

織

制
0

.

s

.

0

0

^

相

容

れ

：ざ

，る

が

如

し

。

.，
然
る
：に 

一
. 

基

督

敎

及

ぴ

其

の

使

徒

.等

が

到

ン

處

に

於

ホ

；其

の

周

圓

じ

看

出

せ

る

•奴
織
，制
：度

を

變

：止
せ
ん
，
 

一
 

を
f

る
の
擧
.
.に
出
づ
：る
？
と
な
：か
ゎ
し
ほ
些
か

.齋
異
め
威
な
ぐ
ん
ぱ
あ
ら

t

殊
に
：吾

-

初
：斯
の
基
督
敎
が
娘
世
に
於
け
る

：
光
明
幸
，福

0

鯽
會
な

；
h
y 

f

u

と
等
し

.

.：ぐ、又

.ね

於

す

る

.
 

社
會
救
濟

 

'の
截
章
た

，6
 

•
し
事

,

を
知

.，悉
ず
る

-

R

於：

て 
'

お

や
。：

而
も
基
督
及
ぴ
其

‘の
®

唯
/等
よ 

.寧

ろ

主

人

に

對

し

て

慈

悲

を

說

き

、奴
鎌
.
に
對
し

^
-
は̂

忍
.後

を

訓

ル

を

に

由

，チ
て
奴
投)

の
勞
苦 

を
輕
贼
、す

る
€

同
時
じ
、之
.れ
が
容
受
を
以
て
恥
辱
た
る
よ

.

&
も
都
ク

T

名
春
た
ら
し
む
る
こ 

ピ

を

企

圖

せ

る

な

使

徒

：パ
ク
，>
 が

H
.

ぺV

人
に
贈
れ
る
の
養
に

r

働
ポ
を
卷
よ

、
®

督
に
赠 

ふ
が
如
く
ぜ
懼
戰
懷
誠
の
心
を
も
て
肉
體
じ
け
る
主
人
に

^

ふ
：可
し
。

を
悅
ぱ
す
る
有

.'

,

の
如
ぐ
、唯
だ
服
前
の
事
を
務
む
る
こ
ご
勿
れ
。
基
督
の
撰
の
如
く
心
よ
ね
神
の
誇
を
行
：ふ
可

H
 

し
0 

(

中
略

)

。
主
人
な
る
者
よ
、爾
曹
も
亦
た
斯
く
の
、如
く
彼
れ
等
に
行

a

て

を

止

め

よ

，
♦

.
• 

■
, 

-
 

..-

i

後
れ
等

W

爾
®

の

主

、
天

ら

银

-
^
。
：
彼

れ

は

偏

：

-
^败をし爾普知れぱ.
な
言
へ
る

-
V 

の
q
是
れ
な
.いf

以
弗
所
M誉

第

六

章

竊

ぢ

六

か

節「

得
成
路
€

.
傳」

嚴

十

七

拿

弊

七

，節

叙

：！̂

哥

維

隅
 

書

第
3

章
第

1
1"-

P

 

ニ
.節
糊
以
下

A
提
多
誉
ニ
，尊
第
本
節
板
！

^

存
び

「

提
W

太S
#

」

第
六
章
，第

：

T
節

以
下

'
:參
，照

r
-

"
レ

で

-
:

\

 

.

.

 f

,

ベ.基

#
,
ぢ

從

へ
 

'ば
#

.
人
；
悉

ぐ

，

M

海

キ
^

' 

\

夕

：！..雄

び

に
-
其

の

，他

の

使
：：

徒

は
'
,：奴I
t

の
’地
去
ね
#

煤
し
'得
る
こ
く
を
拒
み
"其
ソ
の
解
轉
を
以 

て

氧

面
®

必
.要

な
A
yと
：®

言
す
る
，.
こ
.
€
な
き
の
み
な
ら
：

t

、却
、
◊

て
奴
讓

"
は
：其

"か
主
人
に

r順
胰

.

し
、主

-
^は
其
の
奴

#

じ
翰
し
て
温
良
な
ら
、ざ
る
可
ら
ざ
る
を
說
け
れ
。‘而
も
斯
く
の
如
き
は 

;

矛
盾
に
似
て
矛
盾
に
非
す
。

‘、
®

來
基
督
め
福
菅
ぽ
入

*
^が
き
塚
.世
接
柱
服
す
る
の
力
を
獲 

得
じ
得
る
が
爲
め
に

.
は
：之
.け
#

萬
辦
せ
す
レ
て
"
前

も

：
之

れ

：、を

滅
'
離

す
‘可

さ
.
こ
を
彼
れ
"
等に
 

敎
：ふ
' 
る
.もゆ：
な

-

CVO .:v

而
；し
.；；て
.潮
期
の
；舉
督
'敎
：.徒

は

奴

魏

制

廣

を

，母

H
.

微
頭
；辦
暴
不
'當
な
、る
、觀 

章
联
態
一
な
レ
-

y
j

し
て
お
れ
れ
：葬
議
す
：る
.よ
：&

も
，寧
ろ
人

.

♦
を

し

；
，
て
：

'

#
體

的

霧̂
 

情

触

的

，自

由

ど-境
：涯
レ
、高
揚
誤
居
：-せ
.
-
ぉ̂
め
：、ん
ビ
"
せ
る
'
4

の
-な
レ
。
，
パ
タ
お
'凝
チ
ト
ス
-
にI

赠
れ 

る
：廣
に
：

「

僕

は

己

れ

：の
®

-

服

舉

t

爲
す
に
ネ
.之
れ
^̂
^

’第
*

H
®

 

‘(
@
1
1
.
)

縫

魏

鎭

ト

の

盤
！！

購

-/ 

第1-

轉

1



■

レ ；；-::

M

 

f:

ァ
i

i

.
 

i

 

I
 

‘
.

言

s

,

l

ま

竊

み

，
f

 
I

れ

I

?

盡

す

可

き

事

を

勸

む

可

し

。
.，

t

i

l

 

;

ま

ギ

ほ

我

、

▲

主

な

き

神

；
か

敎

.
を

餘

る

？

す

を

せ

ん

爲

.め

な

K
^
o
.
秀

れ

總

，：ぺ
す

の

V

.

こ

救

'

. 

I

 

H

制

の

想

.あ

ら

は

れ

成

僻

を

'
誠

め

、
我

傅

を

.

3 

i

 

‘軸
を

#

.

は

ざ

务

f

の

絶

を

棄

 

'て

〜

肖

ら

制

し

ギ

し

ぐ

息

.
ジ

S

 

.て

へ

m

s

へ

p

i

:

f

も

#

跨

S

 

•

ま
‘ィ
：

H

ふ
V
キ
か
ス
，
ト
、
の

祭

の

願

：れ

ん

事

を

一

望

：4

待

，
し

む

を

言

へ

る

は
：：

即

，ち

斯

，

’ぐ

め

知

き

， 

.意
‘味
を
ま
は
'せ

：
る.
.
.

P
,

の
.に

，
は#
:
f
る
か
i

#

」

第
，さ 

，'
,
,
:
:
>

:

v

 

/ 

^
 

一

I

M

:
 

V 

. 

'-... 

•
 

•
 

;

 

V

.

チ

.
，

-
,
:
-:

-•
 

/
.
;
. 

.
 

■

,

,

斯
l

 

i
き

|

基
|

徒
の
思
、想

ゆ

又
S

:

ト
ア
哲
.學
f

.

そ
，e 

I

f

 

I

f 

て
f

る
も
の
.な

ス

.ト
ア
.哲

：學-の
先
華
を
.爲
n
ぜ
レ
キ
-ー

J 

'ク
.學
.，派

の

紙

ア

ン
.チ
：メ
：
‘セ
.
？

ズ
ぶA

n
.
s
t
.
g
e
s
f

德
.
，
.
以
て
人
.
：
W生

辟

率

高

0

目
的
な
り
と
酵
め
i

d

-み
惟 

善

,
じ̂

，t

不
德 

f

 

f

惡
t

 

I

め
I

。
.德

芸

德

ご

の

中

W

に

存

す

t

の

は

總

ぺ

て

不

偏
I

チ

. 

i

 
f

而
し
て
善
‘の
み
：I

普
人
の
f

 

i

#

 

f
得
る
.も
..の
な
I

:

,爾
；？

切
,
♦

も
1

1

:

由
®

，如

の

.I

,
も
I

義

1

,

1

命
^
 

其

れ
I

I

:

.

て

善

な

る

も
s

i

ず
-
.
1

,
0

雖
も
、貧
困
、恥

き

：.i

i

f

‘
£

'自
f

て
誇

;
^

.

-
 

■

- 

'

る
’
も
の
.
じ
-非

t

,

而して文

：

た
彼
れ
取
レ

 ̂

德本船は

&

制
ー
レ
蒋
す
"

そ
を
外
‘
m 

M
 

b

'
#觸
立
、

4
:
#
-
^

レ

の

解

股
"：♦

か
！！

避
に
取
す
0 

-ア
ン
チ
' K

セ
‘ 4 

I
ズ

 ̂

n

.

T

l 

h
^
. 

T
>

. 

V
.
. 

•
' 

. 
• 

• 

..;• 

> -.
-
I
.
! 

■ 
.* 
•

.. 

.

瓶

ク

：i=2C

のS

ム
レ
-
 ̂

f
f
i

著
と
爲
れ
.が

シ-N 

U
ピ
ー
ゆ
デ
ィ
や
グ
ユ

1

ス(Diogenes)
も
自
由 

•io

織
屬
を

.ひ11,

跳
じ

.

.對
し
て

'师
等
の
懦
値

-4j 

認
，

な
か

-

き̂
。，
.
即
ち
舉
賢
は
縱
し
奴

-
 

0 

0
境
f
eに
後

-
^
.とS

か
、
®

ねin •§

 i
T

レ
生
水
ゆ
交
配
者
ね
み
が
故
な

K
^
o.彼
れ
は
國
家 

杏
能
せ

K
^
o 
0

^

^

世
'

の
^
 

^
わ
.
レ̂
、國
家
的
生
活
ゆ
，參賢
に
.収

 

>
て
必
要
な
る

-
^
 

a
^
0
t
o
.
.败
、代
ま
腾
處

'に
敏
ダ
を
た
る

も

の
な

.り
。
衝
れ
が

'學
徒
の

a
.錄
的
國
家
は
實
に 

萬
民
共
に

‘ T

の
遊
ま

$

の
鮮
か

.
成̂
し
て
生
活
す
る
，自
然
の
狀
態
な
ら

& (Diogenes 

Laertius. 

L
I
V
r
v
i
、
#

 
胳)

。

. 

-

; 

、

'

ノ
 
 ̂K.

ト
ア
哲
學
に

f

て
は
キ

y

ク
‘哲
學
の

I

t

れ

I

I

 

生

I

取
り
て 

普
瓶
；
^
る
' 義
格
の

•履
行
を

#

度
.ね
.か
：ら
ー
し
む
る

.の
®
度
に
於

.

V
.

緩
和
せ
ら
れ
た

h
-
o
.
:

キ

It

ク 

银
擧
の

412 

tf 

A
.
.
は.

1

®

の理想とし，

y

宣
揚

.せ
"ら
れ
ク

\
s
り*yj

雖
：も
、而
も
其
の
粗
笨
な 

^
0 

 ̂
P
# 

M.
 
0
の
敞
に

.進
：を
轉
み
レ
。
；人
お
：，
社

會

的

結

#
ゅ
相
，
 

，風

和

肌

◎
蔣
，繊

#
及

び

凡

^
か
人
々
が
现
，性

的

賞

ざ

し

て本敦的じ同

‘ V

じして、典

M

め
 

( 

S

五

)

0 

- 
^

謝
ト
ふ
ス
の
象
請 

5

躲

四

M

I



I
P^BI

i

n

i

 ̂

幽
！

i

i

 

,
 

. 

:
 

f

 
,

四み

^
 

^
 

 ̂

 ̂

® 

 ̂

« 

t
 

 ̂

& 

0 

 ̂

^
 

 ̂

 ̂

 ̂

s 

 ̂

t 

 ̂

h
^
o 

斯 

H

t

^

l

M

檢

H

.

t

:
ぢ

r

f

理
i

一
法
i

従
す

國
家
ご
人
民
と
こ 

>

1

-

:
 

 ̂

f
 ̂

^

^

*

H

^

M

@

n

#

t

^

 

p 

I

ノ

類

を

分

つ
.
.

.

A

間
の
.本
.
.
w

i
矛

盾

す
.る
：
.
も

i

な

レ

o

‘
全

人

♦

平

摩

ぶ

つ

等

な

.
權t

 .
l

す
！

大

§

„

|

|

可

J

ふ
。
.

.

%

 ®

に
本
賀
的
じ
し
て
.共

通

な

る

も

の

、
S

凡

ゅ

る
A

間

£

別
は
f

 
?

失

ん

®

是
ン
っ
て

#

人
は
人

f

し
て
吾
人
を

^

敬
し

,
 ̂

0相

a

を

f

る

I

る
な
シ

<

人
間
的
本
賀
は

|

?

は
在

C
V

て

も
I

せ

、ら

れ

、
f

敵
の
さ

S

て

す

も

變

，
せ

&

 

ブラ

"

I
ン及？

タ

 ̂

hォ
，
グタ

i

に
取
を
®
ほ未知
の

も

？

.
^
し 

人
道

I

f

至
の
觀

念

並びに出

t

ぴ社會的地

1

1

幸
.I

ぇ

て

共

通

なi
 

間
の
品
位
を
認

む

る
高

賢

な

る思
'想

は
其
の救

達

を

見

たる
な

レ

。r
,
;
:

◎

市
府
が
旣
に
何
等

2

释
的
意

'

?

な
る

I

.

.

.し
て
，現
れ
ね
る
世
界

S

說

I

搭

人

の
理
想
と
爲
ら
、其
の
摩

.史
的
使
命
の
誇
ら
か
な
る
自
識

Ajf

化
：化

h
y
o 

'
網
し
；
て
國
民
的
：な
る
：其

•
 

.
 

‘
 

.
 

.

.

.

.

. 

..
 

.

.

. 

.

.

.

. 

-
 

H 

V

ひ
市
民
法

GUS. Civile) 

'が
世
界
的
な
る
詣
國

.民
法

.t'jus 

g
e
n
t
i
u
m
)

に
依
リ

< 
0

足
せ
ら
作
た
る
時 

後
者
の
解
驛

.は
一
定
特
殊
國
の
ま
民
法
の
如
く
確
然
明
白
な
る

£

を
得
：ざ

6

さ
。
是

' に".於て 
f,、

奉
行

(
p
r
s
o
r
)

の
：認

览

ゆ

觸

園

ね
0

か
に
廣
大

V；

爲
れ

6
0̂
,
.
.
.
而
し
て

.
&
然
法
の
觀
念
；か
希

® 

哲
學
，
X

リ
出
で
て
維
ポ
法
學
資
仏

.，心

账

し

藥

入

レ

，行
け
る
' の
時
，此
の
、
W 

g
e
n
t
i
u
m
.

の

觀

念

 ̂

直

ぢ

に

之

れ

e

結
合
す
る
に
至
れ
な
。
自
胳
法
は

U

A

»
家
の
特
織
法
规
の
背
後
じ
'愈
迪
に

.'■- 

•
 

•
 
: 

.‘
 

■
 

.
 

':..
 

.
 

_'- 

: 

; 

•
 
V. 

.

.

、
，

 

-
 

.
 

.,
 

■■
 

•■,
 

...
 

: 

'
 

■
 

:-i 

,

存
在
す
る
も
の

ビ
看
做
さ
れ
、市
民
法
の
則

.る
！P

き
：
單
純
至
..善

の

媒

範

ビ

し

て

役

立

ゥ

に

至

れ 

り
。

紙

元

第

S
世
紀
の
大
法
舉
黎
ク
ル
ピ

H

1

ヌ
ス

(Domitius uipianus)

に
從
ヘ
ぱ

.

jus naturale 

は

0

然
が
動
物
及

S

人
間

S

へ、
た

ネ

脈

®
も
の
、
に

し

て(

C
0

1

1
 

a

l

l

i

e

s
 

S

 

L

 

Tit 

I. 

§
2.)

是
れ
に
據
れ
ぱ

1

切
の
人

.は
悉
く

‘
.初
め
自
由
の
身
と
し
て
生
れ
出
で
た
る
も
の

'
 

と
解
轉
せ
ら
れ
た
ら

(

I
.
, Tit,' HL 

,§ I.)。

、(

雜
誌
廣
放
，第
三
卷
第
•七
號
所
就
神
稿

f

然
法

W

社 

會
制
度

」F

 

(

其
の
他
 

ibid, 

D
i
g
e
s
t
a
/
X
n

 

^
6
4
., L

,

 

. 17, 

3
2
,

參
照

)

。 

-
 

'

而
し
て
本
然
に
於

^

>
ト
ァ
哲
學
の
學
徒
な
る
も
、而
も
其
の
注
意
を
抽
象
的
思
辯
ね
ム
も 

實
際
的

#

智
に
傾
け
力
る
羅

S
T

の
哲
舉
者
セ
ネ
力

(Lucius 

Annseus 

s
s
e
c
a
o

は
.人
間
の

.法
，律
的

第
十
ガ
#

:(

掛
七
‘) 

'論
：：

跋
舉
ト

l

y
スの
&

S
 ' 

取
5
 

SI:

七
.



|i

I

‘
 

I

s 

(

叫
八)

論

犹

、

第
5

風
八

|

£

旦
言
す
る
こ
J

t

し

I

も
、而
も
S

I

败
5

1

服
し
ポ
人
,
^
訓

ル

を
，

に
？

y
自
ら
過
せ
ら
る
、

S

す

る

所

の

も

の

を

以

奴

f

収
极
ふ
可
き
こ 

ギ
；V

以

ン

>

I

I

彼
£

5

f

肉
撒
の
み
購
ほ
れ

得

る
こ

ご
 

f
 

31, 

47, 
T
S
.

は
‘化
ネ
 

4̂

 

の
奴
雜
謙
.に
闕
し
て
キ

d
か Benef. 

Idc.iis, 

III: 

;̂
o 

参
豫

C
,

-

'

 

\
' 

,

' 

0

 

.
:
: 

:

'
. 

,
 

.
一

.
V
"
- 

: 

.、

y

 

'-.
 

,
.
‘：.
 

.
，

 

-
 

V
.

. 

-
:
,
.
.
.. 

‘
.
，

：

. 

V
 

ミ

& 
 ̂

 ̂
 ̂

 ̂

^
 

 ̂
t 

^

^

^

 

^

^

i

V

 

ン 
£

圓

1̂
於
け
る
I

人
‘の
£

 

.

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

K 

 ̂

 ̂

A
- 

 ̂

®
 

I

 

 ̂

 ̂

^
 

 ̂

 ̂

^
 

 ̂

S

に
働
i

0

中
に
啓
示
サ
ら
れ

た

る
眞
理
を
報
敎
的
に
.驳
S

る
も
の
に
し
.
5

た
I

t
 

&
神

法

ビ

1

5

る

！  

i

命
令
を
下
ず
>

の
な
.
-
?
と
を

赚
認
せせ

.,；

か
，f

?

而
し

て 

彼
£

5

の
1

を
承
認
：す
可
.3̂
撒
：據
，̂
#
愿
敦
第
：ニ
章
，齋
.̂
媒
.
^
ま

看

出

|

?

 

f

< 

 ̂

 ̂
 ̂
0-1

^
 
® 
 ̂

 ̂
 ̂

5
 
S
 

の
.文 
K

ホ 
S
 

の
H

に 

至
れ
-̂
。
新
為
#

然
^

と
‘社
會
制
§
0 

'
^

 Q
I

D
i

v
i

n
a

i

 

I
t
i
n

ぎ

l
i

s

 

septan.
:

に
於
て
对 

人

皆

な

-
« 

0
# 

r 

i

 

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

^
 

 ̂

 ̂

 ̂

^
,
® 

r 

 ̂

«

遂
.：せ

ら
れ
て
，
レ
1

，シ
.
ク
"
ム
P

到
翁

.せ
，る

後
、辟
®::ガ

に
：：#
剩
を

所

有

せる
，：

者

が
他
.k
:
辦
レ
て
配
：
 

♦

を

爽

る

こ

W

ネ

愈
れ
，̂

.の
み

摩
ら
す
，：̂
れ

等

；
は\ I
.

切
の
：物
ょ

.

<： N

自
；は
の
私
的
利
得
を
生
：
 

發
し
'
:
て̂
、他
入
の
財
産
を
略

'取
.す
る
こ

.と

.を
す
ら
敢
て
ず

.

9

に
お

れ
一る.を
遺
減
と
せ

る
?
ク 

タ
ン
シ
ク

ス
•
ス
ア
ミ

，
 ̂

i
ヌ

ス
ン
は又

：-

日
‘ぐ『

人
.を

剑

簿

卿

.

は
"：

燕
入
滞
く
平
：等
な
る
：

可
：.

を
、
 

t

ビ
を
命
，じ
た
-
=
^
" 
取

i
j

は
爲
人
の
：上
：に
；生
活
の
：同

r

 

「

彼
れ」

は
#

智
に
於
：
 

て
离
人
、を

造
れ
‘も
。「

彼
れ

」

樣
德
人

に
敎

し
て

.
}

f

 ,

死
を
.約
せ

&

◊
何
人
と
離

.もr

彼
れ」

が
至
上

の
： 

思
惠
ょ

&
.遮
韻
せ
も
ふ
ん
こ

W

な

.
J
。

「

彼
れ

j

の
服
巾
に
は
奴
織

.な
く
、又
力

主
，人
な
し
。
蓋
し 

0

人
は
總
ベ

て
,同

！ 

-
 
£
-父

み

^
^
ギ

タ

を

以

て
、平
等
な
る
*
利
に

ょ
ら
て
吾
人
は
悉

<

€
れ」

り 

子
★

な
れ
ば
な
ね
。
正

.
道
を
履
ま
ざ

.
る者

：：

を
.除
さ
て
は
神
の
眼
に
は
，，貧
し
き
者
，な

に

廣

•

'‘ 

' 

. 

-
-
-
.
、

：

.

.
，

.

.

.

.

.

.

. 

一
.
'
'
.
-
'
'
,
.
.
.
.
.
.
ニ

 

.

.

.

y

る
索

©
.外
蒼
め
る
煮
な
し
：

O
J
中
略

)

。
成
人

0

は
ん
、汝
等

.の
間
に

.在
J

.て
或
る
蔣
は
貧
腐
じ 

し

て

，
他.の

、
省

は

寧

.裕
っ

 

る

に

：部

すや
、义

ぬ

或

.る

者

は

奴

僕

に

しV
*

他
の
器
は
生
人
た
る
に

.非
，
 

す
や
ぶ

。
.' 個-
=
?
^
;
Q

間
に
へ
ぱ

I

定

の
.，

差
別
：港
す
ぶ

K

非
ざ
る
か
。
何
幾
の
差

’別
-も
存
す
る

.こ
€

な
く

"

X

々
吾
人
が
吾
人
自
も
を

.以

て

平

，
等

：
な

-CS

ズ
信
ず
る
以
外
に

' 吾
人
が
相
互
に
银
自

'の
.上
 

t
i

同
ま
の
名
を
與
ふ
可

♦

他
の

® 

f
t毫
も
存
す
る
こ
、

V

な
し
。

華

し

择

人

がj

切

の

N

物
を

-
-
. 

:

..、

>.
 

’
 

■
•
■
■
•
■ 

■
 

'..
 

- 

.

.

.

.
'
.
’
. 

,
-■ 

-
■
-

.

-

.’ 

-
.
-
;
.
.
.
.
.
.
.

ド

ハ
.

.

-

.

,

.

-

.

.

.

.-
V
.

:---.-

热
十
六
盤

(
？

九)

.

購
韻
酸
ト
，
マ

'スの级
S

 

, 

5號
偶
九

;i



-
 

 ̂

0

.

1
 

. 

第
！ .

號

.
§ 

か
す
る
は
肉
體
を

I以
そ
せ
中
し

.て
精
神
に
依

.る
が
故
に
、縦
令

.ひ

.肉

體

の

狀

想は
相
遂

する
 

ご：̂

 

,

も
イ

ほ

U
 

i

の

奴

濃

を

も

ポ

す

る

こ

セ

，な

.

V
、

而

も

吾

人

は

精W

に

於

て

は

兄

弟

ご

し

て

ピ

1
5

敎

：

於

て

は

等

も

；

f

 

%

P

の

%

.

せ

％

び

彼

れ

等

.々

看

做

す

ご

共

に

，
又

た

斯

ぐ

彼

ル

等

 

す

稱

’す

る

な

b

」
ご
、

(
i

b
l

<
l

>

 

V
,

 

I
5

-
J

6
.

)

力，
 

：
 

，

,、.
ぎ：
*
て̂

雖

4
、全體ラ共

.同

使

ゆ

：爲

め

：
に

.
取

得

せ

ん

ビ

し

て

勞

：
作

，
.
せ

る
 

•;̂

ィ

め

，物k
サ

々
‘J
,

部

少
■
，夢
®
,

P,, 力
：！. ！

職

屬
.せ

，し

め

，
，

：

ら

れ

、
彼

れ

等

は
..他

，A
ぉ

し

て

：
效

綠

た

：
，
ら 

わ
む
る
々

得
‘.

る
が
ま
に
、注
：

#

必
要

'品

t
览
集
し
、

0
を.nirra

の
ぜ
ビ
游
し
，彼
れ
じ
：収 

.力

て

旣

に

☆
在
せ
ざ
る
威
精

.ど
爲
れ

’タ
仁

.愛〈h Janitas
)，

の
爲
め
に
す
る
に
非
ず
し
て
、愁
.情 

^
貪

變

の
.凡
ゆ
る
.：

手

段
を
播

.は
'集
め
得
，る
が
爲
ゆ

M

,S5,

必
要

n
g

を
圓

< 
明
傲
し
始
め
た
る

. 

に
反

‘-
;

i 

(ibid,, 

f 

yi. ：r

奴

静

め

境

，遇

は

貧

國V

等

し

ぐ

謙

卑

i

從
，の
德
を
濱
行
す
る
の
機

#

ま

嚴

ふ

义

が

故
 

 ̂
祝

福

タ

ご

智Jijji 
せ

ら

れ

ね， 0
. (

C
h
r
y
s
o
s
t
o
m
u
s
,
-
G
e
n
e
s、， ..serm. V. L.; 

E
p
,

 

a
4

 

C
9
r., 

h
o
m
.

 .xix. 

4

し
。

，
. 

1

,.' 

'

..'..-.,.•
 
.
.

 

. 

-
.

 

. 

,,.v-J;
 

-■ 

’
 

.

い
，'

.

り.

-

.

.

-

I 

.‘..

，t, 

-

..…

一.

.
1
.

ノ
：
 

i
.
f
f
i
に

依

れ

ば#

re divig;}^-

她
>
^
.
,
之

れ

充.0 
.る

も

め

と

は

神

、の

有

な

.

A
滅

は

寒
®
 
,す
富 

傳
A

を

厕5

の

射

土

よ：

P

 

^

れ

例

t

さ

土

她

换

貧

请

ぜ

富

者

と

を
.等
：し 

<
 交
持
‘
ず
、
然

れ

ど

も

人
權
に
依
れ
は
、

.或
'
る
^

はr

此
の
地
所
、は
我
が
有
な
ね
，此
の
；

奴

僕

ゆ

我

が
，
^
な

り
，此
の
家
屋 

は

我

が

有

j

(

h
s
c villa 

est ； nea, 

m

sル est 

iste 

servus, 

m
e
a

 

est 

i
t 

d
o
m
u
s
)

 

稱
し
得
.る

も

.の 

な
>
 
ご

做

せ

る(
I
P

 E
V
a
i
i
u
m
.

 J
o
a
l
v
a
c
t

 v̂^̂^̂^̂ 

ク

ス

チ

ヌ

ス

(
A
u
r
e
l
i
u
s

 

A
u
g
u
s
t
i
l

 

は
人

間

が

ア

ダ
.ム

及

び

H 

A

の
ま
せ
る
罪
過
の
，結
>キ
ビ
し
て
蒙
れ
る

刑
罰
の

!

と
し
て
奴
ぎ 

制
度
を
承
部

i

せ

ん

ヒ

せ

5

 

く
"最
初
の
淸
淨
セ
る
人
々
は
王
ょ

.：：̂
.も

寧
ろ
牧
な
り
き
"神 

は
此
於
て
創
造
の
命

♦

の
希
求
サ
る
所
の
、も
の
と
共
に
又
た
罪
の
報
；

5

の
强
耍
す
る
所
の

.
 

も
の
を
示
し
た
れ
ぱ
セ
ね
。

M

b

奴
役
の
重

#

は
正
し
く
罪
過
の

.背

A

は
：
せ
，
ら

れ

ね

る

な
 

>
9 

0
斯

ス

て
X

ん

一

切

のf
'

書
中
に
於
ヴ
吾
人
は
ノ
ァ
が
彼
れ
を
怒
ら
し
め
を

.る
其
の
子
の

.
 

上
-
 ̂i\

 

t
oし
て
之
ル
を

1

赢
す
る
に

S

る
ま
で
は
決
レ
て
僕
：

(
s
e
r
v
u
s
)

ピ
云
へ
る
語
に

絶

着
す 

る
こ
，
>
し
な
し

(「

參
ザ

iij

館
九
章
第
二

 I

十
五
節
參
照

)

o 

.即
ち
知
る
、初
め
て
其
の

.
名
を
與
へ
ぬ
る
-も 

ロ
.
ギ
罪
巡

.に

.
し
て
自
然
诛

ざ
.

る
を
。

(

中
略

)

。
.罪
は
.
綠
屬
の
借
に
レ
て

"
又
力
人
が
人
に
眼

♦
 

す
る

#
1

股
因
な
り

」

マ

J
。

：；̂

れ
は
又
ね
戰
爭
ょ
ゾ
て
征
服
せ
ら
れ
た
る
激
を
奴

.綠

た

ら

.
し 

む
i

こ
ヒ
を
是
認
し

V

日
ぐ
、
M

ま
啤
若
を
屈
從
せ
し
む
る
は
此
に
於
て
彼
れ
等
の
罪
過
を
觸 

正
し
、券
し
く
は
：

K

た

之

れ

を

處

別

す

る

も

の

に

し

て

神

の

命

す

る

所

な

(
D
e

 c
i
v
i
l

 Dei, 

I 

•

,
餓
十
s

. 

2
 

1
‘

)

'
,
l
i
:

:

歡

ン

ま

，y

ス
-の
奴
雜
飾 

'

2

®

 

f



’

域
十
六
翁
：(

冗
ニ)

-

識

.
就

.
断
.
V
Iマ
スe

彼
か
牆 

V
 

' 

. 

i

i
 
:

ぜ
ナ

X
I
X。

1
4
,
5
0
。

, 

、
,

, 

.
' 

. 

.

. 

■ 

.. 

■ 

. 

. 

' 

. 

: 

■

0

 

し
て
へ

 

I

 

ル
ズ
の
ア
レ
ク
、
ザ
ン
ダ
ー

 

C
A
I
e
x
a
n
d
'
e
r

 

o

r
 H

a
!
e
s
,

 

A
l
e
x
a
n
d
e
r

 

d
e

 

A
l
e
s
.
)

 

^

 

^

 

B

 
1

以

前

に

在

ウ
.V.

は(ante 

s
c
c
a
t
u
m
)

，一
 

舰

的

自

由

及

ぴ

ギ

等

行

は

れ

な

る

も

，
m

もg
：

過
以
後
に 

於

ご

p
e
c
c
a
t
i
>
.
1

部
は
隱
秘
な
る
も
、

も
常
に
公
並
な
る
天
の
配
劑
に
由
ら
，
！
部
は
得 

人

の

前

；
/し
し
て

-2̂
-

後 
)tr 

.
 

過
の

1

般

：̂
 

K
報
ビ
し
て
鎌
屬
關
係
を
生
じ
ダ
ム

*

k
i
説
：，

て
總 

ぺV

の
人
は
本
來
自

•山16-
等
.な
b

,ビ
言
，へ
る

0

然
權
の
敎

.義

.と
0

パ，ク
；口：に
ょ

..

C
V

て
ま
昭
貴 

第
十

H

章
中
に
是
認
せ

'ら
れ
た
る
支
配
及
び
織
腐
關
係
の

.：：̂
箱
ビ

の

叫

に

：存

す

る

矛

廣

を

ぽ 

決

せ

ん

と

せ
.

as (
s
u
m
i

 

Theologise, 
W
, qu

‘ 

27
,)。 

■

.
四

バ

-
 

'
 

'
 

.
,

難
船
の
際
に
高

.

®

な
る
馬
匹
を
救
ふ
が
爲

.

め

，に

藤

慣

：な

.

.
そ

奴

：織

を

犧

牲

ミ

す

る

の

正

.

否

：.は 

ス
ト
ア
學
徒
の
間
に
於
て
す
ら
意
見
の

I

致
を
見
ざ
る
所
な

.=
s

し

が

(
Q
c
e
r
o
/
D
e

 

o
a
M
S
.

 

I
I
L

 

2
3

0
、

靓
に
羅
馬
時
代
に
於
て
其
の

0

濟
事
情
が
奴
織
勞
働
の
生

.

産
力
を

.

S

せ
し
め
た
る
時 

に
至

i

て
、斯

制

度

の

ー

偷

理

的

缺

陷

指

摘

せ

ら

れ

、次

ヤ

抖

统

濟

一

一

ふ

、不

利

益

な

.
る

所

以

の

論

述
 

せ

ら

る
 

y
 

を

見

.

^
 
t

 

0

 

ち

、グ
 

K
.

 

P
 

(
M
a
r
c
u
s

 

T
e
r
e
n
t
i
u
s

 

V
a
r
r
o

 
R
e
a
t
i
n
u
s
)

及

び
 

n

 

グ 

メ 

ラ
-

r

 L
u
c
i
u
s

J
I
U
S

 

M
o
d
e
r
a
t
e

 

c
o
l
u
m
e
l
l
a
}
^

の
.兩
煮
は
自
由
勞
>働
が
奴
熟
働
に
比
し
て
錢
越
せ
る
信
値
を
有 

す
る

.こ
e

を
認
め
，後
者
.は
羅

1
T

に
於
け
る
農
：業
：衰
：網
の
原
，因
を
以
て
大
一
半
奴
#

勞
働
の
使
：时 

に
歸
せ
 

&

‘
0 (v

a
r
r
o
,

 

R
e
r
u
m

 

R
u
s
t
i
c
a
r
u
m

 

li&ri) 

I. 

\
j
.

 

, 9
I
i

 

r
u
r
a

 

a
b

 

ergastulis 

p
e
^
s
i
m
u
m

 

れst 

et

q
u
i
d
q
u
i
d

 

agitur 

a

 d
e
s
p
e
r
a
n
t
i
b
o
s
p
l
G
a
i
u
s
p
l
i
n
i
u
s
,

 S
e
c
u
n
d
u
s
,

 

N
a
t
u
r
a
l
i
s 

Historia；, 

xviii, 

7. 

O
m
n
e

 

g
e
n
u
s

 
agiri

■ 

., 

- 

. 

■ 

-■ 

. 

■

'
 

•
 

tplerabilius 

s
u
b

 

liberis 

colonis) 

q
u
a
m

 

s
u
b

 

villicis.-—
coluBella, 

B

ぢ T
e 

irustlca, 

I. 

7
.)o

■
 

'
 

,
 

■
 

 ̂

..
 

■
-
.

猶

大

の

じ

l
(
P
M
O
:

 J
u
d
a
e
u
s
)

の 

'記
す
所
に
據
れ
ぱ

"
E
s
s
e
n
e

及
び

T
h
e
r
a
p
e
u
t

ざ敎派は普ぐ 

奴
！！
‘を
禁
止
せ

y
 W

.

云
ふ
；(

P

p
p
.

 

I
V

)

。

而
も

.舉
督
敎
は
，理
論

i

奴
織

.：制
填
：に
反
辦
す
る
こ
ご

な
か
ぅ
し
と
雖
も
、

g

際
上
奴
ま
の

.境
過
を
：改
善
す

.る
に
養
す

W

所
多
：く
、耳

C
V

其
，の
解
放
の
獎

. 

» 

■ 

.

勵
K
.由
-
^て
，之
.れ
が
革
，除

に

貫

献

す

る

所>
K

，な
ヶ
し
な
-
^
9
断

に

五

百

C
>

六

年

の

c
o
n
d
l
i
i

 

A
g
a
t
h
s
s
e

は
鎌
，民
が
，其
®

主
人
に
ょ

'
b
て
意
，の
ま

V

に
.

殺
！
！

せ

ら

る
V

を
鶴
じ
，彼
れ
等
は

.法 

.衙
に
引
か

' 
る
可
き
も
の
な
る
：乙

s
 

命
じ
た
：り
。.

加
之
：な
ら
ホ
敎
愈
の
無
數
の

'银
日
は
奴
：僕 

⑨
利

.織
資
す
る
こ
ぐ
し
大
な
き
。

法
王
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ

i
 

H
世
.

(

K
l
,
o
ぎ
&
 R

s
u
d
>

は
漸
次

.
 

彼
れ
等
を
解
放
す
可
き
を
勸
獎

‘一 :
^

西

0

 

ニ
年
の
倫
教
，法
會
譲
は
人
間
が
獸
の 

如
.く
賣
却
せ
ら
を

.、
を
禁
じ
力

-

(
c
s
c
i
l
.
e
d
.

 

Y§
et. 

1
7
3
0
, 

X
I
I
,

 

I
I
O
O
,

 

N
r
r

 

2
7
.)。

G
u

6
r
a
n
i

ッみ

0
^
$ 

(

五
ニ1

y

餘

跋

斯

ト

I
プ
ス
の
奴
就
餘 

辦一

號

0



.
镇
十
六
想

(

.
§)

滴
‘ 

0

.

.

舉"
r

y
K

の

i

ド.

• 
J

.

1

1
 sr

m
i
l

は
，敎
.
#が
自
，；己

の
識：

民

に

對
レ

て

行

へ

模

館

的

解

放

を

叙

せ

(

ぎ

r
, 

辟

，

s

o
 

为
體
,

於̂
で
激
會
は
自
己
：の

雜

民

ょ

，.
も
.他

の

I

,の

解

放
に

ま

ウ

て

1

 

ほ

す

^
0 
所 

*
わ

-
.し

な

.
 ̂(

P 39, 

P
X
I
I
,

 

CJU. 

2
; 

C

 

3, 

4, 

X
,

 

D
e

 rebus 

ecd,

參
照)p 

c
w
,

 R
I
e
r

 

G
r
l
m
d
l
a
g
s

 

d

デNati6nal6k
s
o
m
i

あ
びearbdtet v

o
n

 R
,

 

P5hlmann, 

190

ひ
.め
.I89

-I9
P
)0 

.
,
5
^

し
て
吾
人
が
.是

ょ

b

以
下
に
，於
て
論
述
4

ん
ビ
す
る
y

ク
ィ

ノ

の
®..ト
I

.

T

ス
，>
:奴

；敦
：
 

論

を

游

せ

る

常

時

：

1
2

轉
モ
ゆ
：右

*

昭
み
時
一
代
に
於
け
る
奴
織
^
度

は

時

勢

の

あ

耍

に

®
 
&

れ 

て
全
然
消
減
レ
串
れ
る
な

i
 

.

.
中

#

の
：社
會

i
i

在
タ
て
嚴
も
酷
く
之
れ

..が
頼
似

せ
‘，̂

.の

.を
，. 

兌

む

れ

ば
、即
ち

.就

民

な

れ
e

維
：
.も、服
も

★
 

過
渡
の

ニ

紫
段
こ

"
 

過
ぎ
さ
，る

ネ

ル

な

b
。

.

.
|
^
僕
は
徵

-獨
に
賣
却
：せ
&
,る
を
得
す
し
て
、彼
ル
の
；歸

せ

4
#

落 

若
し

ぐ
は
地

摩
ご
：共
に

せ
.
ざ
る
可
ら

V

る12 

つ索
.適
，.鑑
：

K
s
a
c
h
i
p
f
l
)

の
註
臂
に
見 

えe

る
i

民
は

奉
，
件
す

る
が

爲
.め
に

.生
き
、生
も
る

^

^

察
.化
す

，.(

ぎ

：
f

 

f

 
I

 

s

 

i

l

l

 

d
i

e
n

t
,

 

I

さ
i

e

n

i

る
古

‘膝
は
次
第
に
事
ー
實
ご

'域
命
を

^
^ ̂

m 
&
、織
民
は

t

 

の
.主
人

の

地
上

に
_ !

卑
の
勞

/
#を
遂
行
し
、自

.用
地

一
ゆ
：一
足
收
辟
を
：納
付

ず
，可

き
.を
要
求
せ
ら

- 

れ 

ね 
お

，

l
o

g
.

)

 

y

 

^

 

A 

® 

w
^
. 

w
/
-
 ̂

§ 

■
 

s

I!
• 

■
 

f

.

-

-

,

-
 

1 

鎌
/民

V
.

雖
自
已
の
權
利

.
£
於

’p

 

w
 #

を
取
得
し
、維
樣
や
る
：

.

M
J

を
得

.？̂
る
の
'
:哮
左

V

しV

辨
得

る
が
如
し

"

斯
く
モ

.
禅
®

上
•お
'
-
觀̂
た
る
？斯
制
處.0^

一
本
-
^
.る

缺

陷

は
.

g
1:2；

除
去
-
せ

ら

し

な

‘

.
^
(
R
o
s
&
e
r
,

 

o
p
.

ド
f
 s

,
‘. .

I
8
s
:
r

 

.加
-
之
：な
、ら
ず
歡
僕
に
.戦
#

主

人

の

織

利

ま

辨

に

纖

路

：

の
厳
置
じ
膨
せ
ら
れ

' て
、其
み
肉
體

1
2.

對
す
る
古

.代
ゆ

絕
對
撒

.
は
一
誇
！
^

は
消

■

せ
る
な
り
。

V 
.

.

.

.

.

レ

..'
 

-
■
 

^
 

:
: v

>
\

 

:ん

：

\

ド

:
.
•ド
 

r
 

-
- 
:..̂...

 

‘
-

"
舉
ト
-

I

,

ヤ
ス
當
だ
に

t
r

ア
‘
クダ

：
？ f

チ
，ヌ
ス
撒
県
せ
る
所
論
に
據
れ
る
の
み
な
ら
す
、又 

たK

タ

ス
ト
ォ
グ
リ
，

I
:ズ
及
び

.羅
璃
の
法
雄
家
に

.
^

..TS.

あ
：噴

1}^:せ
：， i
,

れ
-ぢ 

0

制
度
の

W

當

る

所

以

を

承

認

k

y

o

-

彼
れ
は

其
，
.

の

S
u
m
m

 

T
h
e
d
o
g
i
c
i
,

 

0 P
a
r
s

 

p
r
i
m
a
l

 

<
2
g
e
s
t
i
o
n
e
s

 

x
c
v
i
.

に
.於

て

、
無

，辜

み

狀

勝

に

； d
j
-
c
s
t

 

t
f

人
は

#

概
に
對

'し
-
又
力

.
一
切
の
视
遣
⑥
に：

-
\ 

‘
 

•, 

r 

- 

. 

. 

' 

■ 

- 

. 

' 

• 

•-. 

.,- 

(
/ 

' 

.. 

V - 

V
, 

• 

i 
.
 

' 

. 

•
.
1
-
. 

.-‘
-

ン

- 

-■ 

f 

;
v 

, 

t
.
' 

. 

.. 

, 

" 

•(,. 

• 

- 

, 

. 

. 

— 

-
•
•
(
.
-
‘ ..
、

動
し
て
主
人
ね

.：̂
得
る
か
を
問
へ
る
の
後
、這
個
の
狀

•態
に
リ
於
て
は

一

切
.
の
人
々
キ
平
等

t

w 

や
否

..や
の
問
膨
れ
解
決
せ
ん

ビ

^

タ(
A
r
t
i
c
u
l
u
s

 

3.,)。
-

-' 

(

V
 

I
 
.
 

-
 
•
 

.
 

一
 

k
i 

t
 
.
 

,
 

«
 

•
、
.
 

1 

•
 
I
 

'
 
■
 

(.
 

i 

.
 
If 
'
 

-
 

i 

-
 

(̂
 

.
 

-
 

-
 
'
 

«

.

彼
れ
；は

先

づ

其
§•
.常

例
の
論
法
に
從
ひ
、先
づ

'自
ら

.

|
g

明
せ
‘ん
と
し
り

 

> 
あ
る
定

W
 M

身
す

.

. 

...
 

. 

•■ 

■ 

•■ 
,
•
;■
 

• 

, 

• 

. 

.. 

. 

. 

• 

- 
.
 

-fc
 

 ̂

-

-

:

-

.

.

.

る
反
動
論
を
列

‘擧
せ

.ゥ
。
襄

1
)

無
辜
の

‘狀
'
觸
に

‘於
/で

ぱ

襄

人

,

卯
，
 

ち
グ
レ

I

ゴ
ジ
タ
ス
日
く

 (
M
o
r
a
l
,

 

x
x
i
.
y

菩
人

‘
が
跟
過
を
：
#

.
せ
ざ
る
間
は

#

人
は
平
等
な
ト
ビ
。
 

.第十六

.
#
, 
^ 

0
-
.論
.•
'職
.
.
廣ト.！
 >"

ス
.の奴
‘鎭髓
. 

.第一

.號

.

.
冗
®
.

31

W

I



I

C

五
六)

.

‘释

棘

鎭

ト

r

マスめ奴

i

 

第一

雄
，.

丑
、、
 

而
も
無
辜
の

.狀
態
に

..於
て
は
毫
も
服
過

な

か
，b

き
。

.是
，れ
に
由
り
て

y

切
0

者
.
は
平

.等
次

h
y 

:

き
ひ
.‘暴

1
1

經
，1

十

S

章
第
十
九
節
に
從

.
へ
ぱ
、r

總
べ
て
の
獸

.

.は
0

已
ビ
同

S

も
の
を
驟 

す
、又
力
之
れ

と

等
し
 

<
 
總
ベ
て
の
人
は
：彼
れ
自
身
に

®

も
近
き

.者
を
赞
す
る

.
が
故
に
，
W

1

ご 

等

一

ご
は

l

,

i

l

礎
？

。
而
し
て

5

9

狀
態
に
於
て
は

i

.

の
間
に
平
郭

S

 

束
知
た

5

1

.

1

む

が

故

S

く
の
如
き
狀
態
に

f

て
は
ニ
切
の
も
の
は
.平
等
な 

も
し
な

&
0 

i

i

s絶
ゆ
れ
ぱ
結
果
も
亦
カ
此
む
。

•
然
る
に
人

♦

の
間
に
於
け
る
現
在
の
、
 

K
.

I

 

S

因
は

.神
の

.方
I

於
て

I

れ
が
或
る

«
.に
報
賞
し
、

他
め

器
を
所

罰
せ

る：
f

 

實
ょ
P

生
じ

T
g

し

て

自

然

：：の
方
面
，に
於
.、て

は
K

の

缺

暇

に

由
：：

レ

て
‘
#W

蒸
は
生
來
、懦
顧
：，に
し 

V
-

不
.完
全
な
る
に
反
：し

他

の

者

は

强

傅

に

し

て

十

全

な

る

の

事

實

ょ

り

發

す

、而
し
て
斯
.く
の 

如
き
は
原
始
的
狀
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狀
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述
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狀
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。
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ど
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。
(
X
.

 

F
t
a
n
c
k
,

 

R
I
I
f
o
r
m
a
t
e
§

e
t

 P
u
b
l
i
d
s
t
e
s

de 

F
K
r
o
p
e

 : 

g

f
 

9
1
; 

p 

o
i
s
r 

A
n

 

Essay 

on. 

M
e
d
i

がval. 

‘E
c
o
n
o
m
i
c

 

*KachM§
, 

p* 

9
s
,)。

’
 
’

s

v

bに
：誤
ジ

t

最
後
の

‘

.
n

ラ
學
煮
ビ
稱
せ
：

.
^
る
、，ガ
ズ

C
.
V

ィ
チ

T

ビ
I

か

(
G
i
b
r
i
e
r
m
)

 

せ
奴

#

に
三

®

ぁ
'る
T
Cを
.‘認
め

.
力
ね
、神

.め
*
^織
、歉
の
，奴
綠
ネ
ぴ
人
'間
の
奴
一
：̂

一
か
な
ら
。
，第 

1

種
の

.奴
織
の

.地
、位
：t

i

全
然
善
に
し
や
、第

11;

の
も
の
は

「

全
粮
愿
な

H

。.
'然
；0

に
银

i
t
j

の
仏

0 

は
識
國

.23..:^

に
.
ょ
ぐ
說
寒
せ
ら
：る

V

，ビ
ビ
、な

‘し
と

.雖
も

.而
も
是
れ

.
に
由
に

.て
S

認
せ
ら
れ

U

,

 

七

)

騎
魏
ぺ
舉
ス
ゆ

i

i

.

.

.
 

, 

.

.

赛Y

填

‘ 

2

V

一



I

s
 

(

.
六<

)

論

詠

？

-
r
ス
，り
奴I

:

-
,

, 

释
S

ズ
，
.

.た

.一
み
。

人

が

奴

練
t

i

る.
S

り
の
；徑
.路

あ

.

.
、

. 

、由A
e
x

 

n
e
c
g
l
t
a
t
e
)

轉

ニ

：に
戰
報
に
；際
，レ
て
^

藤V

終
る
に
.
'由
.A

o

n
 

g

o

)

、̂

由
尺
が
ニ
楚
の 

，罪
’惡

：ど

犯

せ̂
る
.

W

合

Li:

法
律
が
之
.か
.ぱ
對
し
て
.
.
T.
せ >

判
%

に

由

ス

e
x
'
d
e
l
、

恭し
.
.

ゆ
い 

が
I

奴
f

し
J

賣

を

行

ふ

に

由

ぐ

て

ま
^
^
^
^

i

f

 

I

B

.

1

1

 

I

 

qiiatuor 

libros 

s
e
n
t
e
f

 

3, IV. X
V
.

 

I
.

御
樣
 

p

f
. 

S
i
m
a

A
n
g
e
l
i
c
a
,
:
q
>

 

o
c與

參

照

)
か 

一：一e

i
 

>
は
又
々

^

確
に
奴
織
に
對
；

.日

ぐ

ぜ

綠
0

體
艦
は
拖
も
，ギ

'め
.©赋一の

 

内

に

る

t

、W

な
し
、又
た
主 

人
は
奴

.織
：を
殺
害
レ
，又
た
は
其
.
の
身
體
を
毀
損
/)

#

し

く

は

.：
#

法

,情
.：，

て
之
れ
を

凍
夢
す 

る
i

ど
を
得

t

奴
;織

の
.：

勞

椒

：
ょ>

生
じ
た

X

現
板
的
：利

‘得
’：は
主
人
に

#

す

、
；

3

も
主
人
！

i

生 

活
.の
必
耍
品

‘み
奴

.織

.じ
支
給

^
^
る̂
の
義
称

^̂ 

a
t
,
, 

S
.
)。

o
^
- 

9
9

 

'
-
o
a
r

 

是
れ
に
由
ゾ
て
觀
れ
ぱ
、其
の
經
鞭
舉

k

に
於
て

.實

.際
經

.

濟
社
會
ご
.の
調
和
を
針
る

が

爲
.め
^̂ ̂

に
®
 

t
峻
厳
な
る

*
.督
：敎
の
敎
理
緩
和

/す
，
る
の
必
耍
に
.驅
ら
れ
た
る

ト
I

す
.
ス
 

'
及

び

爾

綠
 

の
ス

n
;

ラ
學
者
は
撒
れ
等
の
奴

M

論
に
、於
て
ほ
奮
來
め
敎

J
l
:
4
r

其
：の

.
 ̂

V
: 
反̂
復
す
る
を
：得 

蓋
.
^M

述
せ
る
が
如
く
：古
代
の
奴

#

斜
度
に
存
し
ぬ
る
#
愿
は
實
赂
粗
軟
上

の

%

耍

ざ

基

督

敎

々

理

の

影

德

ご

じ

由

て

旣

じ

殆

ん

.ど
全 

.梢

減

し.去
れ
る
が
故
な
ら

"

斯
く
て
彼
れ
等
は
主
人
の
暴
虐
を
叱
，實
，す
.る
が
爲
め
に
烈
な
る

‘言
語
：を
線
返
す
の

.
必

要
.を 

す
ら
鬼
ざ

.=V
し

な
.

：
：
，

。

從
ウ

て

ト

I

マ

ス
が
時
勢
遲
れ
な
る
！

k

タ
ス
ト
才
テ
リ

I

ズ
の
奴

#

‘

論
を
承

'認
せ
る
は
必
ず
し
も

J
o
h
n

 

K
e
l
l
s

 

I
n
g
r
a
m
.

の
言
：ふ
が

'如
ぐ
，彼
：れ
れ
深
く
此

0

希
®
哲
學 

る
の
事

®

を
矛
す
も
の
に
弗
す

(
A

 H
i
s
t
o
r
y

 

of.political E
c
o
n
o
m
y
,

 

2
n
d

 

ed. 

S
I

4
^ 

n,

唯
だ
単

k

其
の
論
瞪
せ
ん
せ
せ
る
他

.の
命
題
を
取
扱
ふ
に
隙
し
、古
來
の
奴
織
制

.

ビ
せ
る
な

：
i
o 

へ」

九
二
 

j

年
十

！ j

月
稿

}
'

者
に
歸
依
せ 

2
9
.
)

彼
れ
は

度
を
援
用
し
て
其
の
論
述
に
資
せ
し
め
ん

筋
十
六
盤

(

力
九
V

嫌

聖ト
I

ザスの奴

m

鎮1

脱

九


